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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業

問　

見
直
し
を
し
た
事
業
と
秋
以
降

の
見
通
し
は
。

答　

総
務
部
長　

13
事
業
が
影
響
を

受
け
た
。
陶
炎
祭
、
五
輪
の
聖
火
リ

レ
ー
応
援
と
事
前
キ
ャ
ン
プ
交
流
が

延
期
に
な
り
、関
東
中
学
相
撲
大
会
、

公
民
連
携
に
よ
る
学
校
で
の
ス
イ
ミ

ン
グ
授
業
、
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
ｉ

ｎ
か
さ
ま
、
笠
間
陶
芸
大
賞
展
、
笠

間
の
ま
つ
り
、
笠
間
市
民
美
術
展
覧

会
が
中
止
さ
れ
た
。
台
北
市
職
員
を

受
入
れ
る
海
外
地
方
自
治
体
職
員
協

力
交
流
事
業
は
半
年
遅
れ
の
10
月
か

ら
１
年
間
実
施
予
定
。
公
民
連
携
事

業
の
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
は
夏
前
に
オ
ー

プ
ン
で
き
る
見
込
み
。
秋
以
降
の
イ

ベ
ン
ト
は
感
染
症
の
状
況
を
見
な
が

ら
開
催
の
是
非
を
検
討
す
る
。

問　

市
内
事
業
所
の
継
続
・
回
復
・

雇
用
維
持
へ
の
支
援
内
容

答　

産
業
経
済
部
長　

市
は
延
期
さ

れ
た
陶
炎
祭
の
出
展
予
定
者
に
上
限

50
万
円
の
貸
付
制
度
を
設
け
た
。
県

と
協
調
し
、
売
上
急
減
の
中
小
企
業

や
個
人
事
業
主
な
ど
に
中
小
企
業
事

業
継
続
応
援
貸
付
金
を
創
設
し
た
。

飲
食
店
へ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
可
能
な
店
舗
の
一
覧
を

掲
載
し
た
。
ま
た
、
商
工
会
と
連
携

し
、
飲
食
店
緊
急
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
と
し
て
販
売
は
10
％
割
引
、
店

舗
減
収
分
、
月
５
万
円
を
上
限
に
補

助
す
る
支
援
を
し
て
い
る
。
今
後
の

経
済
活
動
支
援
と
し
て
、
中
小
企
業

等
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
を
創
設
し
、
感

染
症
予
防
、
事
業
継
続
の
取
組
に

30
万
円
を
限
度
に
補
助
す
る
。
さ
ら

に
、
通
学
も
ア
ル
バ
イ
ト
も
で
き
な

い
学
生
に
笠
間
産
の
農
産
物
等
を
送

る
「
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
は

予
想
を
超
え
る
申
込
み
が
あ
り
、
受

付
を
延
長
し
た
。
農
産
物
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
イ
ト
の
開
設
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
共
に
行
い
、

ネ
ッ
ト
へ
の
掲
載
事
務
と
費
用
助
成

を
行
う
。
笠
間
観
光
誘
客
促
進
事
業

は
県
と
市
か
ら
支
援
金
が
交
付
さ
れ

る
事
業
で
、
宿
泊
者
は
旅
行
プ
ラ
ン

に
応
じ
て
施
設
を
非
常
に
お
得
に
利

用
で
き
る
。
笠
間
焼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
は
６
月
末
の
公
開
を
目
指

し
、
市
は
シ
ス
テ
ム
構
築
費
を
補
助

す
る
。

問　

ゴ
ル
フ
場
へ
の
固
定
資
産
税
の

減
免
又
は
ゴ
ル
フ
利
用
税
減
少
の
対

策
と
し
て
割
引
支
援
は
で
き
な
い

か
。

答　

産
業
経
済
部
長　

特
定
の
中
小

企
業
、
特
定
の
施
設
利
用
者
に
対
す

る
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

様
々
支
援
を
し
て
個
別
に
販
売

を
し
て
い
る
が
、
オ
ー
ル
笠
間
で
農

産
物
や
加
工
品
の
開
発
・
販
売
を
す

る
地
域
商
社
を
設
立
す
る
考
え
は
。

答　

産
業
経
済
部
長　

地
域
商
社

は
、
輸
入
や
輸
出
、
国
内
販
売
、
農

産
物
や
加
工
品
、
地
域
資
源
ま
で
含

ま
れ
る
の
で
関
係
部
署
、
商
工
会
、

農
協
な
ど
と
、
今
後
協
議
し
た
い
。

問　

地
場
産
材
活
用
に
よ
る
都
市
魅

力
向
上
事
業
で
笠
間
焼
を
改
修
中
の

市
役
所
庁
舎
や
現
在
整
備
中
の
道
の

駅
に
使
え
な
い
の
か
。

答　

産
業
経
済
部
長　

市
役
所
ロ

ビ
ー
に
は
松
井
康
成
氏
の
陶
板
の
移

設
を
計
画
し
て
い
る
。道
の
駅
に
は
、

陶
板
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

学
校
再
開
に
伴
う
年
間
計
画
と

学
習
は
。

答　

教
育
長　

５
月
25
日
か
ら
分
散

登
校
で
学
校
を
再
開
し
、
６
月
８
日

か
ら
通
常
日
課
で
給
食
や
部
活
動
も

ス
タ
ー
ト
し
た
。
社
会
全
体
が
長
期

間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
共
に
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
認
識
に
立
ち
つ
つ
、
感

染
症
対
策
と
子
供
た
ち
の
学
び
の
保

障
の
両
立
を
図
る
。
感
染
防
止
の
た

め
に
実
施
し
な
い
と
し
た
も
の
は
、

市
の
陸
上
大
会
、
部
活
動
の
各
種
大

会
や
コ
ン
ク
ー
ル
、
家
庭
訪
問
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
、
教
員
の
研
修
会
、
プ
ー

ル
学
習
な
ど
。
内
容
を
工
夫
し
て
実

施
す
る
方
向
で
あ
る
も
の
は
、
修
学

旅
行
や
遠
足
、
運
動
会
、
体
育
祭
な

ど
。
授
業
で
は
、
社
会
科
見
学
等

の
一
部

を
動
画

に
切
り

替
え
る

な
ど
見

直
し
て

実
施
す

る
。

内
うちおけ

桶 克
かつゆき

之
か さ ま 未 来
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

問　

検
査
体
制
の
拡
充
に
つ
い
て
、

６
月
末
の
全
国
・
県
・
市
の
週
当
た

り
の
検
査
日
数
と
件
数
は
。
ま
た
、

秋
冬
に
予
想
さ
れ
る
感
染
拡
大
の
第

２
波
・
第
３
波
に
備
え
検
査
・
医
療

体
制
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

保
健
福
祉
部
長　

対
象
者
の
拡

大
、
目
的
別
の
検
査
方
法
や
実
施
体

制
が
整
備
さ
れ
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
ト
ー

タ
ル
で
１
日
当
た
り
倍
の
６
０
０
件

が
実
施
可
能
に
な
る
が
、
県
が
調
整

を
し
て
い
る
段
階
な
の
で
、
件
数
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
県
全
体
と
し

て
必
要
な
方
を
確
実
に
検
査
に
つ
な

げ
て
い
く
方
針
を
検
討
中
。

答　

市
長　

検
査
医
療
体
制
は
県
中

心
に
進
め
て
お
り
、
自
治
体
は
後
方

支
援
の
役
割
が
あ
る
。
全
県
的
に
は

市
長
会
・
町
村
長
会
の
立
場
で
、
県

に
検
査
、
医
療
体
制
の
拡
充
を
要
望

し
て
お
り
、
今
後
も
適
宜
、
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

問　

県
医
師
会
調
査
で
は
、
４
月
時

の
医
・
歯
科
で
50
％
未
満
の
減
収
が

85
％
で
あ
る
。
持
続
化
給
付
金
対
象

外
の
50
％
未
満
の
減
収
事
業
者
（
飲

食
店
、、
陶
芸
家
、
医
療
機
関
等
）

へ
市
独
自
の
支
援
方
針
は
。

保険診療収入減割合 4 月比較

～30% ～50% ～70%

医科 64.3% 21.6% 4.7%

歯科 62.7% 21.3% 4.7%

全体 63.5% 21.4% 4.7%

答　

産
業
経
済
部
長　

市
は
、
笠
間

市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
補
助
事
業
の

よ
う
に
、
経
済
対
策
を
中
心
に
裾
野

の
広
い
事
業
展
開
を
考
え
て
お
り
、

市
内
企
業
全
般
を
支
援
す
る
。

問　

学
校
再
開
に
当
た
り
、
３
密
対

策
及
び
安
全
対
策
の
要
点
と
少
人
数

学
級
を
目
指
す
計
画
方
針
は
。

答　

教
育
長　

文
科
省
、
県
教
育
委

員
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

「
新
・
学
校
生
活
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
た
。
子
供
た
ち
が
自
ら
考

え
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
行
動

が
と
れ
る
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

学
ん
で
い
る
。
少
人
数
学
級
に
は
多

様
な
考
え
方
が
あ
る
。
教
室
数
、
国

基
準
の
教
職
員
定
数
の
中
、
現
状
で

可
能
な
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る
こ

と
を
念
頭
に
対
応
し
て
い
る
。

山
林
の
乱
開
発
に
よ
る
災
害
か
ら

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に

問　

本
戸
不
動
坂
地
区
の
２
区
域
（
上

部
裸
地
Ａ
区
域
、
下
部
Ｂ
区
域
）、
ザ
ク

沢
区
域
（
Ｃ
区
域
）、ツ
ボ
ロ
ケ
区
域
（
Ｄ

区
域
）
で
の
災
害
発
生
の
実
態
と
市
の

対
応
の
経
過
、
今
後
の
安
全
対
策
は
。

答　

産
業
経
済
部
長　

不
動
坂
Ａ
区

域
は
、
森
林
所
有
者
が
伐
採
後
に
適

切
な
維
持
管
理
を
怠
っ
た
こ
と
な
ど

が
起
因
し
、
土
砂
が
民
地
へ
流
入
し

た
。
森
林
法
に
基
づ
き
、
森
林
所
有

者
に
適
正
な
森
林
へ
の
復
旧
の
指
導

を
行
っ
た
結
果
、
土
砂
流
出
防
止
の

計
画
案
が
６
月
初
め
に
示
さ
れ
た
の

で
、
計
画
案
の
修
正
を
含
め
協
議
を

進
め
る
。
Ｂ
区
域
は
、
太
陽
光
発
電

が
運
転
開
始
し
た
区
域
で
、
昨
年
の

台
風
で
事
業
地
内
の
浸
透
池
か
ら
雨

水
が
越
流
し
、
市
道
の
の
り
面
が
崩

れ
た
。
事
業
者
に
維
持
管
理
の
徹
底

等
を
指
導
中
。
の
り
面
崩
壊
箇
所
の

災
害
復
旧
工
事
を
６
月
下
旬
頃
か
ら

行
う
予
定
。
Ｃ
と
Ｄ
区
域
は
、
昨
年

の
台
風
で
土
砂
等
の
流
出
が
あ
り
、

事
業
者
が
復
旧
工
事
を
実
施
。
Ｄ
区

域
で
台
風
時
に
休
耕
田
に
堆
積
し
た

土
砂
は
今
年
の
稲
刈
り
後
に
事
業
者

が
撤
去
の
予
定
。
事
業
者
に
防
災
対

策
を
徹
底
さ
せ
、
災
害
発
生
時
は
住

民
へ
の
説
明
、
速
や
か
な
復
旧
工
事

等
を
指
導
す
る
。

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
避
難
所
環
境
を

問　

避
難
所
で
の
一
人
当
た
り
の
避

難
ス
ペ
ー
ス
は
従
来
国
際
的
な
ス

フ
ィ
ア
基
準
以
下
の
２
㎡
で
あ
っ

た
。
感
染
症
対
策
に
よ
る
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
と
は
一
人
当
た
り
何
㎡
か
。

答　

総
務
部
長　

一
人
当
た
り
４
㎡

で
あ
る
。

石
い し い

井 　 栄
さかえ

日 本 共 産 党

ザク沢区域（C 区域）の山林開発
工事現場。土砂流出等が続発。


